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パスタで橋を作ろう
　一本ずつは細いパスタですが、橋の構造（つくり）を工夫すると、驚くほど強い橋を

作ることができます。実際の橋の構造を参考にして作ってみましょう。

用意するもの

　上からかかる力を、アーチがうまく分散
させています。

・先端部だけではなく、周辺
　部も熱くなるため、持ち手
　だけを持ってください。
・溶けたボンドも熱いので、
　冷えて固まるまで触っては
　いけません。
・使わないときや席を離れる
　ときは、必ずコンセントを
　抜きます。

● トラス橋

　橋げたにかかる力は、ケーブルに伝わり、
支柱で支えます。

いろいろな橋

　橋は、道路を通る車や人、それに橋自体
の重さを支える必要があります。そのため、
同じ材料でもできるだけ丈夫な構造にしな
ければなりません。ここに示したものの他
にも、いろいろな構造の橋があります。

● アーチ橋 ● つり橋・斜張橋

　部材を三角形に組んでいるため、うまく
力を分散させることができます。

ル ー ル

作 り 方

計　　量

●使用できるパスタは40本、グルース
ティックは３本までとします。

●橋のサイズは左のルールを守ってください。

●１つに束ねるパスタは３本までとします。

●おもりをつり下げるため、真ん中に板と
わりばしをのせるためのスペースを作り
ます。

※ホットボンドを使うため、橋を作ると
きは大人についていてもらいましょう。

※ここに書いたルールは一例です。学年
や人数に合わせて、ルールを変えても
構いません。

　はさみやカッターでパスタを切り、
ホットボンドで接着します。パスタ
を固定して接着部にホットボンドを
付け、冷えて固まるまでそのまま20
秒ほど待ちます。セロハンテープで
仮止めすると安定します。

　どんな構造にする
か考えて、設計図を
描きます。

　机など同じ高さの台に橋を載せ、橋の中央に器具をのせます。
糸にＳ字フックをかけ、おもりを下げていきます。橋が壊れて
おもりが落ちたら、その直前の重さを記録とします。

　７cm程度にわりばしを切り、
たこ糸と板を使って、図のような
おもりをかける器具を作ります。

パスタ

はさみ

カッター

えんぴつ・消しゴム 方眼用紙 わりばし

たこ糸

S字フック

セロハンテープ

釣り具用おもり カッターマット

ホットボンド
(グルーガン )

ホットボンド用
グルースティック

木の板


